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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月16日(2017.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　造血幹細胞または前駆細胞を増殖させる方法であって、
　対象から単離された造血幹細胞または前駆細胞を、ＶｅｎｔＸポリペプチドの発現を阻
害するモルホリノオリゴヌクレオチドと接触させ、それによって前記造血幹細胞または前
駆細胞の増殖を高める工程、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記オリゴヌクレオチドが、配列番号５～１８および配列番号２９～６９からなる群か
ら選択される配列を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記造血幹細胞または前駆細胞は、前記対象の骨髄、末梢血、または臍帯血から得るこ
とによって単離される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　対象における一次性または二次性骨髄不全症候群を治療するための細胞医薬を製造する
方法であって、
　一次性または二次性骨髄不全症候群を有する対象から単離された造血幹細胞または前駆
細胞を、ＶｅｎｔＸポリペプチドの発現を阻害するモルホリノオリゴヌクレオチドと接触
させ、それによって前記造血幹細胞または前駆細胞の増殖を高める工程を含み、
　前記対象への投与用の前記細胞医薬は、増殖を経た前記造血幹細胞または前駆細胞の有
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効量を含む、方法。
【請求項５】
　前記オリゴヌクレオチドが、配列番号５～１８および配列番号２９～６９からなる群か
ら選択される配列を有する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記造血幹細胞または前駆細胞は、前記対象の骨髄、末梢血、または臍帯血から得るこ
とによって単離される、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　一次性または二次性骨髄不全症候群が、貧血症、脊髄形成異常症候群、または、化学療
法もしくは放射線療法の合併症である、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　一次性または二次性骨髄不全症候群が貧血症である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　一次性または二次性骨髄不全症候群が脊髄形成異常症候群である、請求項７に記載の方
法。
【請求項１０】
　一次性または二次性骨髄不全症候群が化学療法の合併症である、請求項７に記載の方法
。
【請求項１１】
　対象における造血幹細胞または前駆細胞を増殖させるための医薬組成物であって、
　ＶｅｎｔＸポリペプチドの発現を阻害するモルホリノオリゴヌクレオチドを含み、必要
としている対象への投与によって前記対象における前記造血幹細胞または前駆細胞の増殖
を高める、医薬組成物。
【請求項１２】
　対象における一次性または二次性骨髄不全症候群の治療用の医薬組成物であって、
　ＶｅｎｔＸポリペプチドの発現を阻害するモルホリノオリゴヌクレオチドを含み、必要
としている前記対象への投与によって前記対象における造血幹細胞または前駆細胞の増殖
を高める、医薬組成物。
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